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    2019年   4月   28日 

助成事業実施報告書 

団体名  Nomad Art ノマドアート             

代表者・役職名 氏名  成清 北斗            

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

「おやこ・de・アート展 2019」 in 立川 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

子どもや子育て世代の親にとって、美術館などで美術鑑賞の機会を得ることは難しいため、文化芸術への接点創

出を目的に実施。展覧会のテーマには、現代アート、アールブリュット、プロアマなど、既存の枠組みを見つめ直す

ことによって、多様性の理解を促すことを掲げた。 

 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

立川市内の子育て施設を活用した多様な市民に向けた展覧会の開催 

施設内に、現代アート、アールブリュット、市民という様々な作り手による作品を展示。 

その他、子どもでも読みやすいキャプションやサインの作成、ワークショップ実施やインスタ撮影コーナーの設置。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
「結果」来場者数：4日間計 1,800 名 3月 21日 600名 22日 300名 23日 400名 24日 500名 

（まんがぱーく来場者数と施設来場者数から算出） 

「成果」立川市をはじめとする多摩地域の市民が、多様な作品鑑賞を通じ、日常空間にける文化、芸術の接点

や、多様性理解促進のきっかけを築くことができた。今年度初の試みである市民による作品の展示によって、市

民がより主体的に展覧会へ参加することが可能になった。 

「効果」一昨年度からの継続実施により、地域への周知や地域団体との関係性構築にも進展がみられ、自然な形

で市民の文化、芸術、多様性への興味、関心につながり、立川市をはじめとする多摩地域の文化振興に寄与する

ことができた。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

アーティストの社会的有用性の実証および地域の文化振興を目的に、アートや美術教育に従事する若手専門家

達が集まり、2015年 10月に設立。 



 

おやこという設定にとらわれず、より多様な市民に向け、立川市内を包括したアートイベントとなるようこの事業を

発展させたい。そのために、実施会場のリサーチや、市内の他団体、他イベントとの関係構築を模索したい。 

改善点：協力体制（施設使用、運営）を充実させることで、会期延長を可能にさせたい。そのために、この事業の意

義を周知させることにも努めたい。展覧会のコンセプトやテーマ、あるいは扱う作品について、地域性や来場者の

関心からも、再検討することが必要かもしれないと感じた。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料○あり ・特になし 

 








